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2016/2017年度 第 3 回常任委員会 議事要旨

日 時 2016年11月27日 ( 日 ) 13:30-17:50
会 場
出 席 者 (敬称略）

項番 役職 担当WG長
所属
地域G

出欠
1=出席
0=欠席

1 委員長 東京 1
2 副委員長 千葉 1
3 副委員長 会員組織 千葉 1
4 常任委員 京都 1
5 常任委員 東京 0
6 常任委員 東京 0
7 常任委員 東京 1
8 常任委員 出版物管理 埼玉 1
9 常任委員(通信) 京都 0

10 常任委員 東京 1
11 常任委員(通信) 京都 0
12 常任委員 東京 1
13 常任委員 点在 1
14 事務局長 全国大会 東京 1
15 事務局(出版担当) 東京 0

[小委員会略称凡例] [今年度設置WG]
大会 全国大会小委員会 全国大会WG
研究 研究企画小委員会 会員組織WG
編集 編集小委員会 出版物管理WG
広報 広報小委員会

事務 事務局

出版 事務局出版担当

会計 事務局会計担当

会費 事務局会費徴収担当

組織 事務局組織担当

配付資料 1 大図研オープンカレッジ（DOC）企画運営手順（案）[西脇持参]
2 グループNEWS【電子版】 9.15-10.14[山下持参]

3.1 出版部からの報告[上村持参]
3.2 出版部郵券受払簿[上村持参]
4.1 大学図書館問題研究会則(案)[赤澤持参]
4.2 大学図書館問題研究会則(案)(記入例付き)[赤澤持参]
4.3 常任委員会名簿(案)[赤澤持参]
4.4 2016/2017年度 第1回全国委員会議事要旨改訂(案)[赤澤持参｣

5 会員名簿の整理について[大田原持参]
6 2015年度第2回全国委員会議事次第抄[上村持参]

7.1 『大学図書館問題研究会誌』編集マニュアル(案)[北川持参]
7.2 『大学図書館問題研究会誌』執筆要領(案)[北川持参]
7.3 (参考)大学図書館問題研究会誌投稿規程_新旧対照表[北川持参]

司 会 呑　海　沙　織
記 録 上　村　順　一
次回開催 2016年12月25日 ( 日 ) 13:30- @ 筑波大学東京キャンパス

加　藤　晃　一広報○

筑波大学東京キャンパス

氏名

担当小委員会
(◎ 委員長/

○ 副委員長/
◇ 主担当)

呑　海　沙　織大会

大田原　章　雄組織◇
赤　澤　久　弥大会◎・会計◇・会費◇
上　野　友　稔会計
江　沢　美　保大会・広報◎
北　川　正　路編集
鈴　木　正　紀編集◎
長　坂　和　茂会費
西　脇　亜由子研究◎・編集
野間口　真　裕会費

市　村　省　二出版◇

山　下　泰　史広報・組織
和　知　　　剛大会・編集○
上　村　順　一大会・研究・事務◎
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1 報告事項
1 1 小委員会・事務局
1 1 1 全国大会小委員会

(担当:赤澤)
1)全国大会会場・日程に関する京都地域グループ側の状況
会場は現時点で未定。検討中。全国委員会までに決定したい。

1 1 2 研究企画小委員会
(担当:西脇)
・DOC企画担当決定について
大阪地域グループで引き受けることが確認された。
今後のスケジュールを考えると，現段階で実行委員長を立てる必要があるので，大阪地域
グループと調整する。

1 1 3 編集小委員会
(担当:鈴木)
1)会報編集進ちょく状況
　10月号（担当：鈴木）
　全国大会フラッシュ－ベテラン編,加藤晃一
　全国大会に参加して（特集　大会フラッシュ）,込山祐佳里
　初めて大図研全国大会に参加して（特集　大会フラッシュ）,中川恵子
　地酒の会のためだけに（特集　大会フラッシュ）,中條将喜
　全国大会に参加して（特集　大会フラッシュ）,永友恵
　二度目・久しぶりの大会参加記（特集　大会フラッシュ）,吉田弥生
　全国大会と自館史に思うこと（特集　大会フラッシュ）,坂本里栄
　開催地から大会を振り返って（特集　大会フラッシュ）,辻水衣
　第48回全国大会へのお誘い（特集　大会フラッシュ）,長坂和茂
　全国大会フォローアップ情報
　議事録
　・発送済み

　11月号（担当：宮丸由美子）
　巻頭言：歴史と資料と図書館，長坂和茂
　特集：福岡支部結成20周年を迎えて－九州地域グループとしての新たな始まり
　１．福岡支部発足まで，宮丸由美子
　２．福岡支部から九州地域グループへ，瓜生照久
　３．九州地域グループとしてのこれからの活動、展望，山下大輔
　４．九州地域グループとして、若手・中堅の活動の実態，坂本里栄
　５．九州地域グループのなかで活躍する女性図書館員のワークライフバランス，廣田桂
　６．九州地域グループへ継承、期待するもの，西村泰成
　７．躍進：九州地域グループの今後，矢崎美香

組織通信と議事要旨が未着である。
→議事要旨はOffice365に掲載してあるので確認してほしい。

　12月号（担当：鈴木正紀）大会記録号
　・11/21に入稿できるものは入稿した
　・会員総会，シンポジウムの記録を入れる。

　1月号（担当：鈴木正紀）
　・巻頭言：呑海委員長⇒依頼済み
　・特集：大図研～北から南から　（今年と同）
　　11/21に全国委員に執筆者選定を依頼（11/28までに回答）
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1 1 4 広報小委員会
(担当:江沢)
1)Web&SNS報告（2016/10/11-2016/11/20）

＜グループNEWS＞

グループNEWS【電子版】[→資料2]
9/15-10/14の情報を全国委員に依頼（10/15送信）
グループNEWS【電子版】 9/15-10/14（10/26送信）
　※NEWS全文は添付ファイル参照
10/15-11/14の情報を全国委員に依頼（11/15送信）

＜Web＞
・会報9月号刊行，目次情報更新（10/22）
・「大図研について」暫定改訂（10/30）
　　http://www.daitoken.com/aboutus/index.html
　　（全国委員・会計監査名簿，運営体制も差し替え）
・会報10月号刊行，目次情報更新（11/6）
活動日誌は適宜更新（各支部からの情報入り次第アップ）

＜SNS>
・Twitter:投稿957件(8件投稿），フォロワー710(+0)，リツイート1，いいね（お気に入り）6
・Facebook:いいね303(+4),投稿7件（見た人1346，いいね！94）

2)大図研Webサイトの修正について

次回からグループ代表NEWSの添付は不要。
2)はなし

1 1 5 事務局
(担当:上村)
1)問い合わせに対する対応，特に新規入会に関する対応
2)2017年の印刷・発送業務仕様書見直し案
3)常任委員会Office365の構成改善提案
4)入会案内新規作成

1 1 6 事務局出版担当
(担当:上村)
1)出版部報告[→資料3.1/3.2]
2)研究会誌41号の地域グループ卸分の発送

1 1 7 事務局会計担当
(担当:上野)
なし

1 1 8 事務局会費徴収担当
(担当:上野)
1)口座の代表者変更について[→資料4.1/4.2/4.3/4.4]
口座変更を検討している報告があった。
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1 1 9 事務局組織担当
(担当:大田原)
1)会員名簿の整理について[→資料5]
名簿の見方等をOffice365に掲載し，情報共有している。
年度超えてからの作業については会費徴収担当に引継をする必要がある。
今日あるいは明日，11月に会費徴収担当に引継をする。情報そのものはOffice365に上げ
てある。メイルで引き継ぐ。

1 2 ワーキンググループ
1 2 1 全国大会WG

(担当:上村)
なし

1 2 2 会員組織WG
(担当:大田原)
なし

1 2 3 出版物管理WG
(担当:鈴木)
なし

1 3 その他
なし
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2 審議事項
2 1 第2回全国委員会の議事案[→資料7]
2 1 1 報告事項案

小委員会
全国小委 会場及び大会実行委員名
研究小委 DOC企画担当決定・DOC実施マニュアル
編集小委 会報進捗・来年の編集体制・会誌の執筆要領
広報小委 進捗・web
事務局 本体:なし・出版:あり・会計:報告・会費徴収:なし・組織:あり
WG
地域グループ活動 2pを上限とする。
研究グループ活動

2 1 2 審議事項案
小委員会
全国小委 なし
研究小委 なし
編集小委 なし
広報小委 なし
事務局 本体:全国委MLの長追加・会報の別刷り・出版:なし・会計:なし・会費徴収:なし・組
織:なし
WG
地域グループ
研究グループ
1)事務局提案

　全国委員会MLへの，グループの長の追加について[資料なし]

2 1 3 その他

1)事務局提案
　関東合同例会打合せのための昼休みの会場確保依頼

2 2 小委員会・事務局

2 2 1 全国大会小委員会
(担当:赤澤)
基調講演を入れるか。シンポジウム形式を取るか。
→シンポジウムはやる方向で。基調講演は未決。

2 2 2 研究企画小委員会
(担当:西脇)
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1) DOC企画運営マニュアルについて（予定）[→資料1]

2 2 3 編集小委員会
(担当:鈴木)
1)会報
・2017年の会報編集体制の構築（常任の編集小委員＋運営サポート会員（地域グループ）
　北海道、京都、大阪、兵庫については、継続可の回答を得た。新規に東京地域Gの協力
が可能になった。

・編集スケジュール表を編集担当MLを通じて配信した。なお，編集担当MLの登録メンバー
のメンテナンスが必要。

2)会誌
・第42号(2017.4)、第43号(2017.8)の原稿執筆依頼について(担当：鈴木、北川)
・『大学図書館問題研究会誌』編集マニュアルについて(担当：北川)[→資料7.1]
・『大学図書館問題研究会誌』執筆要領について[→資料7.2/7.3]

シンポジウムの記録を会誌に出すことはシンポジストは了承済。
会誌の投稿希望を会員に出す必要があるのではないか。会報にも掲載すべきである。
会誌と会報を切り離して調達。

2 2 4 広報小委員会
(担当:江沢)
なし

2 2 5 事務局
(担当:上村)
1)サーバレンタル料の検討/継続案件
2)過去の会計帳票の廃棄基準決定/継続案件

2 2 6 事務局出版担当
(担当:上村)
なし

2 2 7 事務局会計担当
(担当:上野)
個々の支払い
全国委員会の資料
クイックスへの支払い

2 2 8 事務局会費徴収担当
(担当:上野)
なし

2 2 9 事務局組織担当
(担当:大田原)
なし
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2 3 ワーキンググループ
2 3 1 全国大会WG

(担当:上村)
なし

2 3 2 会員組織WG
(担当:大田原)
なし

2 3 3 出版物管理WG
(担当:鈴木)
なし

2 4 その他
2 4 1 常任委員会オブザーバ募集
2 4 2 「大学図書館問題研究会」呼称
2 4 3 五十周年記念事業(2020年)
2 4 4 海外図書館ツアー
2 4 5 その他

なし

以上
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